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歩
留
ま
り
低
下

バ
イ
ス
は 、
鉄
道
車
両
や

自
動
車 、
産
業
機
器 、
情

報
通
信
機
器
な
ど
の
幅
広

い
分
野
に
導
入
さ
れ
て
い

る 。

な
ウ
エ
ハ
ー

の
製
造
と
安
鏡
法
や
フ
ォ
ト

ル
ミ
ネ
ッ

導
入
さ
れ
る
デ
バ
イ
ス
定
な
供
給
体
制
の
構
築
を
セ
ン
ス
(
P
L)

法 、
X

に
は 、
製
品
の
低
コ
ス
ト
目
指
し 、
ウ
エ
ハ
ー

の
品
線
ト
ポ
グ
ラ
フ
(
X
R

化
と
と
も
に 、
安
定
動
作
質
検
査
技
術
の
確
立
に
取
T)

法
な
ど
が
用
い
ら
れ

と
高
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
り
組
ん
で
い
る 。
こ
れ
に

る 。
し
か
し 、
デ
バ
イ
ス
よ
り 、
信
頼
性
の
高
い
パ

の
製
造
に
使
用
さ
れ
る
ウ
ワ
ー

半
導
体
デ
バ
イ
ス
の

工
ハ
ー

に
は 、
高
密
度
な
高
い
歩
留
ま
り
で
の
製
造

結
晶
欠
陥
が
含
ま
れ
て
い
を
可
能
に
す
る 。

る
こ
と
が
あ
る 。
こ
れ

そ
の一
環
と
し
て 、
検

が 、
歩
留
ま
り
と
信
頼
性
査
装
置
の
メ
ー

カ
ー

や
大

の
低
下
を
引
き
起
こ
し 、

学
と
共
同
で 、
半
導
体
ウ

電
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
高
次
世
代
パ
ワ
ー

半
導
体
の
エ
ハ
ー

の
品
質
を
高
精
度

効
率
利
用
を
可
能
に
す
る
普
及
を
妨
げ
て
い
る 。

・
高
速・
非
破
壊
で
評
価

次
世
代
パ
ワ
ー

半
導
体

す
る
計
測
技
術
を
開
発
し

複
数
手
法
で
解
析

、

は 、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

て
し
る 。

ラ
ル
（
温
室
効
果
ガ
ス
排

産
業
技
術
総
合
研
究
所

ウ
エ
ハ
ー

の
結
晶
欠
陥

出
量
実
質
ゼ
ロ）
社
会
の
（
産
総
研）
は 、
高
品
質
の
検
査
に
は 、
光
学
顕
微

実
現
に
向
け
て 、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー

化
に
大
き
く
貢
献

す
る 。
パ
ワ
ー

半
導
体
デ

技術で
末

＠ 
ー産絵

．

l/fの挑戦一

ウ

Hハ
ー

の
品
質
検
査

光学顕微鏡、 PL、 XRTからの画像を
合成してウエハーの結晶欠陥の検出に適用

次世代パワ ー半導体ウエハー

産総研先進パワ ー

エレクトロニクス研究
センタ ー 量産技術研究
チ ー ム上級主任研究員

先崎純寿

て
い
る 。
し
か
し 、
こ
れ
ラ
ス
ト
が
得
ら
れ
な
い
場
i

ら
の
手
法
で
は 、
欠
陥
の
合
が
あ
り 、
単一
の
検
査
’

種
類
に
よ
っ
て
は 、
検
出
法
だ
け
で
は
検
出
精
度
に
i

に
必
要
な
画
像
の
コ
ン
ト
限
界
が
あ
る 。
そ
こ
で 、
i

喜
の
検
査
手
法
に
よ
る

[

デ
ー

タ
を
統
合
解
析
す
る
i

「
マ
ル
チ
チ
ャ

ネ
ル
検
査
i

技
術」
お
よ
び 、
そ
れ
を
一

支
え
る
解
析
ソ
リ
ュ
ー

シ
i

ョ
ン
を
開
発
し 、
次
世
代
一

パ
ワ
ー

半
導
体
ウ
エ
ハ
ー

百
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…•

の
欠
陥
検
査
の
高
精
度
化
解
析
時
間
を
従
来
の
半
分
「
モ
ノ
づ
く
り
（
製
品
開

に
成
功
し
た 。

以
下
に
短
縮
す
る
高
ス
ル
発）
」
と
「
コ
ト
づ
く
り

ま
た 、
複
数
の
検
査
デ
ー

プ
ッ
ト

検
査
を
実
現
し
（
仕
組
み
・

制
度
づ
く

ー
タ
を
合
成
し
た
画
像
を
た 。

り）
」
の
両
面
か
ら 、
次

用
い
て 、
A
I

（
人
工
知

世
代
パ
ワ
ー

半
導
体
の
研

国
際
標
準
化
へ

能）
に
よ
る
統

貪孟
塁

究
開
発
を
行
う
こ
と
に
よ

デ
ル
を
溝
築
し 、
ウ
エ
ハ

前
述
の
計
測・
解
析
技
り 、
そ
の
社
会
実
装
を
促

ー
の
欠
陥
検
査
に
適
用
し
術
を
基
盤
と
し
て 、
結
晶
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備

た 。
そ
の
結
果 、
高
い
検
欠
陥
の
検
査
手
法
の
国
際
を
目
指
し
て
い
る 。

査
精
度
を
維
持
し
つ
つ 、

標
準
化
を
推
進
し
た
い 。

（
木
曜
日
に
掲
載）

結
晶
欠
陥
を
正
確
に
判
定

9 ,  

福島県出身。創エネルギーを目指し
て工学の世界に飛び込んだ。産総研で
はエネルギーを有効利用するための研
究開発とその国際標準化に取り組んで
いる。学術会議や標準化委員会で地方

を訪れた時に、その土地の郷土料理と
裏路地の探索ができることを楽しみ
に、業務に励んでいる。
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